









イをしめ，おしゃれないでたちである。   
いいコーディネーションですね，というと，にっこり笑ってヨーブストさんは，額に入った絵をもってきた。幼年  
期から青年期を過ごしたアウグスブルクの銅版画である。古い都会の芸術的雰囲気や，実家で運営していた文化セン  






の素顔が明瞭に浮かび上がってきた。   
お父上は，当時のインテリの多くがそうであったように共産党貞だった。母上は，ジャーナリストで，カルチャー・  
センターを経営しておられた。ヨーブスト家は進歩的文化人のたまり場となり，ヘレン・プラバッキーやアーンニ・  
ベサントを論じ シュタイナー思想の講演や，詩の朗読，百人規模のコンサートがもようされる市民のサロン的存在  
だった。しかし，ヒトラーの時代がおとずれ，ゲシュタポがヨーブスト家に踏み込む。思想書は焚書され，お父上も  





れる。市民の命がけの働きで父上は命拾いできたという。戦後 お父様は，ソ連の政権下で精神文化が破壊されてい  






た早稲田大学文学部の山田広明教授や理工学部の中村浩三教授と出会えたのは奨学金がもたらした幸運だった。   
中村浩三氏は，児童文学の翻訳で知られた独文学者で．語学教育にも見識があり，語学教育研究所の所長として職  
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は，ギリシア・ラテン語の文献が敢えてくれたものだ，とヨーブストさんは述懐する。   
同時にそれは，仏教の教えにも通じていた。「喜怒哀楽は本来の自分ではない。感情は心の天気にすぎない。雲の  
上にはいつも青天が広がっていて，それが本来の自分である。欲や悪しき感情は，脱ぎ捨てやめることのできる，自  
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クリストリープ・ヨーブスト教授 略年譜  
1936  ドイツ生まれ  
Miinchen／Bonn大学で西洋古典文学・日本語・日本文学を研究  
1964  来日  
1965～  早稲田大学に勤務  
1973～2006  専任教員  
現職 早稲田大学国際教養学部教授  
専門研究：ドイツ語教授法・真言密教学  Christlieb Jobst 
業  績  
学位［修士］に相当する論文  ホラチウスとアルヒロホスの詩の比較について  
1959年10月  ミュンヘン大学古典文学研究所   




早稲田語研 ⅠIJニュース34・35号  
“形の文化”を固守る日本人  
東海教育研究所  望星11号  
現代日本における茶道の意義  









早稲田語研  30周年記念論文集  
言語習得に当たっての音読の意義一昔読講座を十年間担当して－  

















早稲田語研 ⅠIJニュース40・41号  
1971年10月19日～23日吉野において開かれた日本在住  
ドイツ語教員の集会について  
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クリストリープ・ヨーブスト教授 略年譜  
早稲田語研 ⅠIJニュース43・44号  
1975年度語研ドイツ語合宿報告  
早稲田語研 ⅠIJニュース59・60号  
Ham’sd6snonet紆椚18t，daB’sEisimmanoJ3is？  
［氷はいつも濡れてるって知らないの？］  
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